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申　

込

問
合
先
保
険
医
療
課

35-

3
1
3
7生涯学習課  235-3155問合先

企画課
235-3131問合先

市民活動推進課
235-3412問合先

　

高
山
市
で
は
、
国
民
健
康
保

険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
制
度
の
保
健
事
業
の
一
環
と

し
て
、
冬
期
間
の
健
康
・
体
力

づ
く
り
を
目
的
に
温
水
プ
ー
ル

を
利
用
し
た「
水
中
歩
行
運
動

講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

高
山
市
国
民
健
康
保

険
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
加
入
者（
期
間
内
に
20

回
参
加
で
き
る
方
。
運
動
制
限

な
ど
を
受
け
て
い
な
い
方
）

期
日　

12
月
1
日
㈫
〜
3
月
28

日
㈰

実
施
回
数　

指
定
期
間
中
20
回

利
用（
日
・
時
間
は
自
由
）

時
間　

施
設
の
開
館
時
間
の
う

ち
指
定
時
間

定
員　

４
５
０
人（
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

会
場　

ヒ
ー
ロ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル（
花
岡
町
2
・
ひ
だ

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
内
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

11
月
13
日
㈮
ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
保
険
証
の
記
号
番

号
、
ま
た
は
被
保
険
者
番
号
を

記
入
し
、　 

、　 

で
申
し
込
む
。

 

温
水
プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り

｢

水
中
歩
行
運
動
講
座｣

参
加
者
募
集

特色ある発表
多彩に

ご家族おそろいで
楽しいひとときを

第19回 高山市地区社教芸能祭
　市内21の地区から29団体が出演し、民謡、舞踊、
合唱、ダンス、和太鼓、獅子舞などさまざまな芸能が
披露されます。出演団体も子どもからお年寄りまで幅
広く、各地区でのさまざまな生涯学習活動や地域で
長年継承されている伝統芸能を肌で感じることができ
ます。どなたでも自由にご観覧いただけます。
期　日　11月15日（日）
時　間　午前10時開演（午前９時30分開場）
場　所　市民文化会館大ホール（昭和町1）
入場料　無料

人と人との絆が
集落を守る
｢お助けサミット｣で市域を超えて｢過疎｣を語る
　高山市では、過疎地域においても、地域のみな
さんが元気で誇りをもって暮らしていくためにはどう
したらよいかを考える「お助けサミット」を10月17日、
高根町野麦のお助け小屋で開催しました。
　サミットには、地域住民や市職員をはじめ、岐阜
経済大学の学生やお隣りの松本市奈川地区の住
民など約60人が参加。それぞれが地域への熱い
想いなどを語り合いました。
　立場や年齢、地域は違えども、“地域を何とかし
たい”という気持ちを同じくする者同士の新しい“人と
人との絆”が生まれたことによって、今回のサミットは
今後の過疎地域再生に向けた一つのきっかけとなり
ました。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
冬
季
高
齢
者
フ
ァ

ミ
リ
ー
ホ
ー
ム｢

の
く
と
い
館
」
利
用

者
の
感
想
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た

高山市美術展覧会
審査結果

　昭和31年に始まった伝統ある公募
展、高山市美術展覧会には、たくさん
の作品をご応募いただき、ありがとうご
ざいました。
　応募総数319  入選数306  入賞数85
市展賞〈一般の部〉（敬称略）

　彫刻　池
いけ

田
だ

三
さん

太
た

郎
ろう

（山田町）
　写真　溝

みぞ

尾
お

一
かず

人
と

（飛驒市）
　工芸　田

た

中
なか

守
もり

夫
お

（浜松市）
　洋画　四

よ

ッ
つ

瀧
たき

紀
き

美
み

子
こ

（国府町）
　書　　山

やま

本
もと

京
きょう

子
こ

（大洞町）
　日本画　松

まつ

井
い

昭
あき

雄
お

（下呂市）
　 グラフィックデザイン　小

お

川
がわ

賢
たか

司
し

（下岡本町）
　 ※「版画」部門では市展賞の該当なし

第
54
回


